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動
脈
を
切
り
落
と
す
と
い
う
そ
の
方
法
が
一
九
世
紀
後
半
の
動
物
保
護
運
動
で
批
判

さ
れ
て
き
た
。
ス
イ
ス
で
は
、
国
民
投
票
の
承
認
を
受
け
て
連
邦
憲
法
が
部
分
改
正

さ
れ
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
の
条
文
が
加
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
各
章
の
概
要

を
示
す
こ
と
に
し
よ
う
。

序
論
で
は
先
行
研
究
が
整
理
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
シ

ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
が
実
現
し
た
背
景
と
し
て
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
影
響
を
指
摘
し
て
き

た
。
一
九
世
紀
末
は
、
ス
イ
ス
の
み
な
ら
ず
ド
イ
ツ
語
圏
で
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
が
高
ま

り
を
見
せ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
で
も
シ
ェ
ヒ
タ
ー
が
問
題
視
さ
れ
て
い
た
。
先
述
の
国

民
投
票
で
賛
成
に
回
っ
た
の
は
お
も
に
ド
イ
ツ
語
圏
カ
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
と
の
関
連
を
見
出
し
う
る
。
し
か
し
著
者
は
、
ス
イ
ス
の
シ
ェ

ヒ
タ
ー
問
題
が
ユ
ダ
ヤ
教
徒
と
い
う
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
統
合
に
と
ど
ま
ら
ず
、
連
邦

憲
法
で
規
定
さ
れ
た
同
権
と
信
仰
の
自
由
に
関
す
る
解
釈
を
め
ぐ
る
論
点
に
お
よ
ん

で
い
る
と
い
う
歴
史
家
メ
ス
マ
ー
の
指
摘
を
踏
ま
え
て
、
ス
イ
ス
の
文
化
的
ネ
ー
シ

ョ
ン
形
成
と
の
関
連
に
着
目
す
る
。

第
一
章
「
一
九
世
紀
ス
イ
ス
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
考
え
方
」
で
は
、
一
八

世
紀
末
か
ら
一
九
世
紀
末
に
か
け
て
の
カ
ン
ト
ン
の
連
合
体
か
ら
近
代
的
連
邦
国
家

へ
移
る
時
期
に
お
け
る
、
ス
イ
ス
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
観
念
の
変
遷
に
つ
い
て
考
察
し
て

い
る
。政
治
的
な
意
志
に
よ
っ
て
一
八
四
八
年
に
成
立
し
た
連
邦
国
家
ス
イ
ス
で
は
、

政
治
的
・
制
度
的
に
多
言
語
と
多
文
化
の
問
題
は
解
決
済
み
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世

紀
後
半
に
は
イ
タ
リ
ア
や
ド
イ
ツ
な
ど
の
近
隣
諸
国
に
お
け
る
言
語
や
民
族
を
基
準

と
し
た
国
民
国
家
の
成
立
に
直
面
し
、
ス
イ
ス
も
カ
ン
ト
ン
の
枠
を
超
え
た
内
部
結

束
の
問
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
内
部
結
束
を
強
化
し
た
の

が
「
敵
」
の
存
在
で
あ
る
。
ス
イ
ス
は
一
八
世
紀
以
降
他
国
と
の
戦
争
を
経
験
す
る

こ
と
が
な
く
、
周
辺
諸
国
か
ら
の
干
渉
が
外
部
の
敵
で
あ
っ
た
。
一
方
、
内
部
の
敵

は
社
会
・
政
治
情
勢
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
変
化
し
た
。
連
邦
国
家
成
立
過
程
に
お

　
ス
イ
ス
は
四
つ
の
言
語
圏
と
複
数
の
宗
派
を
擁
し
、
二
六
も
の
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

政
治
体
制
を
持
つ
カ
ン
ト
ン
（
州
）、
半
カ
ン
ト
ン
（
準
州
）
か
ら
構
成
さ
れ
る
連

邦
国
家
で
あ
る
。
確
か
に
ス
イ
ス
は
多
様
性
を
包
摂
す
る
国
家
と
し
て
の
一
面
を
持

っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
ユ
ダ
ヤ
人
難
民
に
対
す
る
冷
淡

な
対
応
や
、
二
〇
〇
九
年
の
「
ミ
ナ
レ
ッ
ト
〔
イ
ス
ラ
ー
ム
の
モ
ス
ク
に
付
属
す
る

高
塔
〕
建
設
禁
止
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
（
国
民
発
議
）、
そ
し
て
二
〇
二
一
年
の
ム

ス
リ
ム
女
性
の
服
装
を
念
頭
に
置
い
た
「
ベ
ー
ル
着
用
禁
止
」
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の

承
認
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
異
質
と
み
な
し
た
要
素
を
排
除
し
て
き
た
歴
史
も
無
視

で
き
な
い
。
多
様
性
の
包
摂
と
異
質
な
要
素
の
排
除
と
い
う
、
一
見
矛
盾
す
る
性
格

を
持
つ
ス
イ
ス
の
国
民
統
合
は
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

本
書
『
一
八
九
三
年
の
シ
ェ
ヒ
タ
ー
の
禁
止
と
動
物
保
護
協
会

―
一
九
世
紀

後
半
ス
イ
ス
に
お
け
る
文
化
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
』
は
、
こ
の
問
い
に
文
化
的
側
面

か
ら
挑
戦
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
原
型
は
、
著
者
が
東
京
大
学
に
提
出
し
た

ド
イ
ツ
語
に
よ
る
博
士
論
文
で
あ
り
、
こ
の
た
び
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た（

（
（

。
本
書
が

注
目
す
る
の
は
、
一
八
九
三
年
に
国
民
投
票
で
承
認
さ
れ
た
、「
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
」

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
で
あ
る
。
シ
ェ
ヒ
タ
ー
と
は
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
聖
典
タ
ル
ム
ー
ド
に

基
づ
い
た
屠
殺
方
法
で
あ
る
が
、
事
前
の
麻
酔
を
お
こ
な
わ
ず
、
鋭
利
な
刃
物
で
頸
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層
の
割
合
が
増
大
し
、
会
員
層
は
多
様
化
し
た
。
た
だ
し
、
会
員
に
は
労
働
者
や
小

農
は
ほ
と
ん
ど
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、あ
く
ま
で
も
市
民
層
に
限
ら
れ
た
組
織
で
あ
り
、

そ
の
指
導
層
は
上
層
市
民
層
に
属
す
る
都
市
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
っ
た
。

第
四
章
「
ス
イ
ス
に
お
け
る
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
と
一
八
九
三
年
の
シ
ェ
ヒ
タ
ー

禁
止
」
で
は
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
へ
い
た
る
過
程
に
つ
い
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
前
後

の
時
期
か
ら
一
八
九
三
年
の
国
民
投
票
に
い
た
る
過
程
を
た
ど
っ
た
う
え
で
、
投
票

結
果
か
ら
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
の
構
図
を
分
析
し
て
い
る
。
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
を
求
め

る
声
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
解
放
前
後
の
一
八
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
に
お
い
て
は
、
ア

ー
ル
ガ
ウ
や
ザ
ン
ク
ト
・
ガ
レ
ン
で
起
こ
っ
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
局
地
的
で
散
発

的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
四
年
の
連
邦
憲
法
全
面
改
正
で
ユ

ダ
ヤ
教
徒
を
含
む
信
教
の
自
由
が
保
障
さ
れ
、
連
邦
政
府
が
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
問
題

で
カ
ン
ト
ン
に
介
入
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
は
カ
ン
ト
ン
に
と

ど
ま
ら
ず
国
家
レ
ベ
ル
の
問
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
、
一
八
八
〇
年
代
後
半

か
ら
動
物
保
護
協
会
に
よ
る
運
動
が
高
ま
り
を
み
せ
て
い
く
。
動
物
保
護
協
会
は
屠

殺
方
法
の
「
人
道
化
」
を
求
め
て
連
邦
や
カ
ン
ト
ン
へ
の
働
き
か
け
を
強
化
し
、
一

部
の
カ
ン
ト
ン
で
は
成
果
を
収
め
る
が
、
連
邦
政
府
の
介
入
に
直
面
し
た
。
連
邦

政
府
が
シ
ェ
ヒ
タ
ー
を
動
物
虐
待
に
該
当
せ
ず
憲
法
の
信
教
の
自
由
に
該
当
す
る
宗

教
行
為
と
認
め
た
の
に
対
し
、
動
物
保
護
協
会
は
新
し
く
導
入
さ
れ
た
ば
か
り
の
イ

ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
制
度
を
用
い
て
、
連
邦
憲
法
の
部
分
改
正
で
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
を
規

定
す
る
よ
う
提
起
し
、
必
要
な
署
名
数
を
集
め
て
国
民
投
票
に
持
ち
込
ん
だ
。
連
邦

議
会
は
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
の
内
容
に
反
対
を
表
明
し
て
い
た
が
、
一
八
九
三
年
八
月

二
〇
日
の
国
民
投
票
の
結
果
、
国
民
票
の
賛
成
が
過
半
数
に
達
し
、
カ
ン
ト
ン
票
で

も
賛
成
が
辛
う
じ
て
反
対
を
上
回
り
、
承
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

第
五
章
「
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
を
め
ぐ
る
議
論
」
で
は
、
前
半
で
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁

止
に
つ
い
て
の
動
物
保
護
協
会
の
主
張
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
反
対
派
の
主
張
を
分
析

け
る
イ
エ
ズ
ス
会
、国
家
成
立
か
ら
一
九
世
紀
末
に
か
け
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
派
、

そ
れ
に
外
国
人
労
働
者
や
労
働
運
動
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
る
。
一
九
世
紀
後
半
の
ス

イ
ス
で
は
、
ス
イ
ス
人
の
共
通
点
を
創
出
・
発
見
し
、
連
帯
意
識
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
確
立
し
よ
う
と
い
う
潮
流
と
、「
他
者
」
排
除
に
よ
る
防
衛

的
な
ネ
ー
シ
ョ
ン
統
合
の
試
み
が
共
存
し
て
い
た
。
こ
の
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
構
成
員
と

「
よ
そ
者
」
と
の
間
の
境
界
線
は
、
社
会
・
政
治
状
況
に
応
じ
て
繰
り
返
し
引
き
直

さ
れ
た
の
で
あ
る
。

第
二
章
「
ス
イ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
問
題
」
で
は
、
一
九
世
紀
ス
イ
ス

の
ユ
ダ
ヤ
人
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
一
八
六
六
年
に
定
住
の

自
由
が
認
め
ら
れ
る
ま
で
、
ス
イ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人
は
カ
ン
ト
ン
・
ア
ー
ル
ガ
ウ
の
二

つ
の
村
に
の
み
居
住
が
許
可
さ
れ
て
い
た
。
ア
ー
ル
ガ
ウ
や
ベ
ル
ン
が
も
と
も
と
ユ

ダ
ヤ
人
の
多
い
カ
ン
ト
ン
で
あ
っ
た
が
、
一
九
世
紀
後
半
に
な
る
と
ユ
ダ
ヤ
人
解
放

と
周
辺
諸
国
か
ら
の
移
住
を
通
じ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
数
が
増
加
し
、
特
に
チ
ュ
ー
リ
ヒ

で
は
外
国
籍
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
急
増
し
て
い
た
。
一
連
の
検
討
を
通
じ
て
、
ス
イ
ス
に

お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
を
取
り
巻
く
環
境
の
多
様
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
三
章
「
動
物
保
護
運
動
と
動
物
保
護
協
会
」
で
は
、
ス
イ
ス
市
民
社
会
と
そ

の
基
盤
と
な
っ
た
協
会
の
特
徴
に
つ
い
て
確
認
し
、
そ
の
協
会
の
一
例
で
あ
る
動
物

保
護
協
会
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
運
動
を
主
導
し

た
ベ
ル
ン
、
チ
ュ
ー
リ
ヒ
、
ア
ー
ル
ガ
ウ
の
動
物
保
護
協
会
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
設
立
過
程
と
会
員
の
社
会
的
構
成
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
内
部

に
向
け
て
は
平
等
だ
が
外
部
に
向
け
て
は
排
他
的
性
格
を
も
っ
た
ス
イ
ス
の
協
会

は
、工
業
化
を
経
て
一
九
世
紀
後
半
に
よ
り
多
く
の
階
層
に
開
か
れ
て
大
規
模
化
し
、

国
家
と
市
民
を
仲
介
す
る
こ
と
で
市
民
社
会
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
を
公
論
に
引
き
上
げ
た
動
物
保
護
協
会
は
、
そ
の
意
味
で
典
型
的

な
協
会
で
あ
っ
た
。
動
物
保
護
協
会
で
も
中
間
層
の
社
会
進
出
を
背
景
に
下
層
市
民
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反
ユ
ダ
ヤ
主
義
や
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
す
る
嫌
悪
感
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た

が
、
投
票
結
果
を
尊
重
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
フ
ラ
ン
ス
語
圏
の
新
聞
が

反
ユ
ダ
ヤ
主
義
の
影
響
を
明
確
に
指
摘
し
た
の
に
対
し
、
ド
イ
ツ
語
圏
の
新
聞
は
ユ

ダ
ヤ
人
側
に
原
因
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
な
ど
、
違
い
が
み
ら
れ
る
。

結
論
で
は
各
章
の
議
論
を
踏
ま
え
て
総
括
し
て
い
る
。
シ
ェ
ヒ
タ
ー
が
禁
止
さ
れ

た
背
景
に
は
、
中
央
集
権
化
へ
の
反
発
と
直
接
民
主
主
義
（
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
）
の

導
入
と
い
う
政
治
的
・
制
度
的
要
因
と
、
動
物
保
護
思
想
の
拡
大
と
「
人
道
的
」
屠

殺
方
法
の
開
発
、
人
間
中
心
的
な
動
物
保
護
、
社
会
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
存
在
感

の
増
大
、
と
い
う
社
会
文
化
的
要
因
を
指
摘
で
き
る
。
各
新
聞
で
は
、
動
物
保
護
協

会
の
主
張
す
る
動
物
保
護
の
中
身
が
正
面
か
ら
問
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
さ
ら
に
は
反

ユ
ダ
ヤ
主
義
に
限
ら
ず
様
々
な
論
点
で
議
論
が
展
開
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
国
民
の

投
票
行
動
に
多
く
の
選
択
肢
を
与
え
る
と
同
時
に
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
通
じ
て
ユ

ダ
ヤ
人
の
存
在
と
シ
ェ
ヒ
タ
ー
と
い
う
行
為
を
多
く
の
国
民
が
知
り
、
異
質
な
も
の

が
増
大
し
て
い
る
と
い
う
認
識
と
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
賛
成
す
る
投
票
行
動
に
つ
な

が
っ
た
。
反
ユ
ダ
ヤ
的
行
為
で
あ
る
は
ず
の
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
は
、
動
物
保
護
協
会

や
賛
成
派
の
新
聞
か
ら
す
れ
ば
、
ド
イ
ツ
で
広
が
っ
て
い
た
近
代
的
反
ユ
ダ
ヤ
主
義

の
産
物
で
は
な
く
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
ス
イ
ス
文
化
へ
の
同
化
要
求
で
あ
っ
た
。
そ
れ
を

通
じ
て
、
ス
イ
ス
国
民
は
ス
イ
ス
の
文
化
が
何
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
よ
う
求
め
ら

れ
た
。
シ
ェ
ヒ
タ
ー
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
ス
イ
ス
か
ら
異
質
な
文
化
を
排
除
す
る
だ

け
で
は
な
く
、ス
イ
ス
人
が
文
化
的
な
共
通
点
を
見
出
す
転
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
ス
イ
ス
の
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
文
脈
で
問
い
直
し

た
実
証
研
究
で
あ
る
。
連
邦
や
カ
ン
ト
ン
の
文
書
館
史
料
、
連
邦
議
会
議
事
録
、
動

物
保
護
協
会
機
関
誌
や
地
方
新
聞
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
史
料
が
著
者
独
自
の
議
論
を

支
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
第
三
章
の
動
物
保
護
協
会
の
検
討
は
、
動
物
保
護
協
会
が

市
民
層
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
い
た
こ
と
と
あ
わ
せ
、
地
域
に
よ
る
立
場
の
違
い
を
浮

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
点
を
整
理
し
て
い
る
。
後
半
で
は
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
に
対
す
る
ス
イ
ス
国
内
の
地
方
紙
の
立
場
を
検
討
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と

論
点
を
考
察
し
て
い
る
。

　
一
八
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
動
物
保
護
協
会
は
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
を
め
ぐ
り
多
様

な
論
点
を
提
起
す
る
が
、
特
に
注
目
す
べ
き
は
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
を
倫
理
（
文
化
）
と

公
序
良
俗
に
反
す
る
行
為
で
あ
る
と
批
判
し
た
う
え
で
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
ユ
ダ
ヤ

教
徒
の
平
等
を
問
題
視
し
、
ス
イ
ス
国
民
と
し
て
の
権
利
を
求
め
る
な
ら
義
務
も
果

た
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
教
徒
の
ス
イ
ス
社
会
へ
の
同
化
を
求
め
た
点
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
反
対
派
の
主
張
の
な
か
に
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
が
反
ユ
ダ
ヤ

主
義
的
で
あ
る
と
い
う
反
論
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
連
邦
憲
法
に
屠
殺

条
項
を
盛
り
込
む
こ
と
の
是
非
と
い
う
、
連
邦
政
府
と
カ
ン
ト
ン
の
権
限
を
め
ぐ
る

論
点
が
み
ら
れ
、
連
邦
議
会
で
も
こ
の
点
が
議
論
さ
れ
た
。

シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
を
め
ぐ
っ
て
は
、
当
時
の
新
聞
で
も
活
発
に
議
論
さ
れ
て
い

る
。
賛
成
派
の
新
聞
は
全
体
的
に
少
数
で
ド
イ
ツ
語
圏
に
み
ら
れ
た
。
賛
成
派
の
新

聞
の
政
治
路
線
が
共
通
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
地
域
性
や
新
聞
と
発
行
人
の
考

え
方
に
よ
っ
て
論
拠
も
異
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
保
守
派
の
強

か
っ
た
中
央
ス
イ
ス
の
新
聞
は
、
信
教
の
自
由
を
侵
す
も
の
と
し
て
、
明
確
に
反
対

の
論
陣
を
張
っ
た
。
運
動
の
盛
ん
だ
っ
た
ベ
ル
ン
で
も
、
政
争
を
反
映
し
て
自
由
主

義
の
立
場
の
新
聞
が
反
対
を
表
明
し
て
い
る
。
反
対
派
の
新
聞
の
特
徴
と
し
て
は
、

動
物
保
護
協
会
が
主
張
し
た
国
民
の
平
等
と
公
序
良
俗
の
問
題
と
い
う
論
点
が
み
ら

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
運
動
が
盛
ん
だ
っ
た
カ
ン
ト
ン
で
は
、
中
立
、
あ
る
い

は
態
度
表
明
を
し
な
い
新
聞
が
多
か
っ
た
。
国
民
投
票
の
結
果
を
受
け
て
、
各
新
聞

は
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
論
評
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
賛
成
派
の
新
聞
は
、
反
ユ
ダ

ヤ
主
義
の
影
響
を
否
定
し
、
仮
に
あ
っ
た
と
し
て
も
ユ
ダ
ヤ
人
側
に
責
任
が
あ
る
と

し
た
。
ほ
と
ん
ど
の
反
対
派
や
中
立
の
新
聞
は
、
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
承
認
の
背
景
に
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す
る
「
ス
イ
ス
文
化
」
の
具
体
像
が
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
気
に
な
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

ま
た
、
本
書
で
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
国
民
投
票
の
結
果
に
は
言
語
圏
で
の

対
照
が
明
確
に
み
ら
れ
た
。
動
物
保
護
協
会
に
よ
る
運
動
も
ド
イ
ツ
語
圏
が
中
心
で

あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
圏
や
イ
タ
リ
ア
語
圏
の
人
々
の
多
く
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
の
同
化

と
い
う
問
題
に
批
判
的
か
無
関
心
で
あ
り
、そ
れ
は
投
票
結
果
に
も
反
映
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
言
語
圏
の
間
に
み
ら
れ
る
温
度
差
は
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
も
第

一
次
世
界
大
戦
時
の
「
レ
シ
ュ
テ
ィ
の
溝
」（
独
仏
両
国
へ
の
距
離
感
を
め
ぐ
る
ド

イ
ツ
語
圏
と
フ
ラ
ン
ス
語
圏
と
の
対
立
を
示
す
表
現
）
や
現
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合

へ
の
態
度
に
も
影
を
落
と
し
て
い
る（

（
（

。
視
点
を
変
え
れ
ば
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
は
ス

イ
ス
の
内
部
結
束
以
上
に
分
裂
状
況
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
文

化
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
統
合
を
問
題
と
し
た
本
書
の
成
果
は
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
と
は
別
の

「
敵
」（
労
働
運
動
な
ど
）
の
排
除
、
あ
る
い
は
包
摂
的
な
内
部
結
束
と
排
他
的
な
そ

れ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
事
例
研
究
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

　
以
上
、
評
者
の
関
心
か
ら
雑
駁
な
コ
メ
ン
ト
を
連
ね
た
が
、
本
書
が
今
後
の
研
究

の
基
礎
と
な
る
重
要
な
成
果
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
本
書
を
呼
び
水
と
し
て
、

ス
イ
ス
の
国
民
統
合
を
め
ぐ
る
議
論
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　【
付
記
】

本
稿
の
作
成
に
際
し
て
は
、
二
〇
一
九
年
六
月
二
九
日
に
開
催
さ
れ
た
ド
イ

ツ
現
代
史
研
究
会
例
会
（
於
同
志
社
大
学
烏
丸
キ
ャ
ン
パ
ス
）
に
お
け
る
本

書
の
合
評
会
の
議
論
を
参
考
に
し
た
。
本
稿
の
文
責
が
評
者
に
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
な
い
が
、
著
者
と
参
加
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

き
彫
り
に
し
た
。
ま
た
、
第
五
章
の
新
聞
に
よ
る
世
論
分
析
か
ら
は
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー

問
題
を
め
ぐ
る
論
点
の
多
様
さ
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
り
、
動
物
保
護
運
動
と
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
に
注
目
し
て
き
た
従
来
の
研
究
を
乗
り
越
え
て
、
異
質
を
排
除
す
る
ス
イ

ス
人
の
内
部
結
束
の
契
機
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

成
果
を
認
め
た
う
え
で
、
最
後
に
コ
メ
ン
ト
を
試
み
た
い
。

　
ま
ず
、
本
書
の
主
題
で
は
な
い
に
せ
よ
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
を
禁
止
さ
れ
た
、
い
わ
ば

排
除
さ
れ
た
側
の
ユ
ダ
ヤ
人
と
ス
イ
ス
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
よ
り
掘
り
下
げ

る
べ
き
点
が
な
い
だ
ろ
う
か
。
本
書
で
も
ユ
ダ
ヤ
人
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
地
域

ご
と
の
違
い
、
そ
れ
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
に
対
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
直
接
的
反
応
に
つ

い
て
は
十
分
に
検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
禁
止
が
承
認
さ
れ
た
後
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
反
応

に
関
し
て
言
及
は
な
い
。
例
え
ば
、
バ
ー
ゼ
ル
で
は
一
八
九
七
年
に
第
一
回
シ
オ
ニ

ス
ト
会
議
が
開
か
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
ス
イ
ス
を
舞
台
と
す
る
ユ
ダ
ヤ
人
の
活

動
に
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁
止
は
何
ら
か
の
刺
激
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
シ
ェ

ヒ
タ
ー
問
題
を
め
ぐ
っ
て
表
れ
た
、
ド
イ
ツ
と
は
異
な
る
（
と
主
張
さ
れ
た
）
反
ユ

ダ
ヤ
主
義
は
そ
の
後
も
命
脈
を
保
つ
の
か
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
の
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の

対
応
と
の
関
連
で
、
見
通
し
を
う
か
が
い
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
次
に
、
一
九
世
紀
末
の
時
点
で
の
「
ス
イ
ス
文
化
」
の
中
身
に
つ
い
て
で
あ
る
。

単
一
の
言
語
や
文
化
に
基
づ
か
な
い
ス
イ
ス
の
文
化
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
あ
い
ま
い

さ
を
そ
の
特
徴
と
し
、
時
代
・
状
況
の
変
化
に
応
じ
て
「
よ
そ
者
」
や
「
異
質
」
の

境
界
線
を
変
え
て
い
く
。
例
え
ば
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
直
前
か
ら
冷
戦
期
に
か
け

て
展
開
し
た
「
精
神
的
国
土
防
衛
」
は
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
（
ナ
チ
ズ
ム
）
や
共
産
主
義

に
対
し
て
境
界
線
を
引
い
た
が
、
他
方
で
、
ス
イ
ス
の
多
言
語
状
況
や
民
主
政
を
そ

れ
ら
に
対
置
し
て
称
揚
す
る
と
い
う
「
ス
イ
ス
文
化
」
の
中
身
を
示
す
運
動
で
も
あ

っ
た
。
包
摂
的
な
内
部
結
束
に
つ
い
て
は
第
一
章
で
同
時
代
の
複
数
の
事
例
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
だ
け
に
、
シ
ェ
ヒ
タ
ー
問
題
の
議
論
の
な
か
で
「
異
質
」
な
文
化
に
対
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注

（
1
）	
本
書
に
関
す
る
研
究
は
、
日
本
語
で
も
部
分
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
穐
山
洋
子

「
一
九
世
紀
後
半
ス
イ
ス
に
お
け
る
ユ
ダ
ヤ
教
の
屠
殺
方
法
・
シ
ェ
ヒ
タ
ー
の
禁

止

―
動
物
保
護
協
会
の
活
動
と
会
員
の
社
会
構
成
を
中
心
に
」『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

研
究
』
第
一
二
号
、
二
〇
一
三
年
、
二
三-

四
二
頁;

同
「
一
九
世
紀
ス
イ
ス
の

ユ
ダ
ヤ
人

―
包
摂
と
排
除
の
は
ざ
ま
で
」『
ユ
ダ
ヤ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
研
究
』
第

二
八
号
、
二
〇
一
四
年
、
一-

一
一
頁;

同
「
一
八
九
三
年
の
シ
ェ
ヒ
タ
ー
禁

止
と
一
九
世
紀
後
半
ス
イ
ス
の
文
化
的
ネ
ー
シ
ョ
ン
形
成
」『
現
代
史
研
究
』
第

六
〇
号
、
二
〇
一
四
年
、
二
一-
三
九
頁;

同
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
と
ア
ル
プ
ス
の
多
民
族
国
家
」
踊
共
二
編
『
ア
ル
プ
ス
文
化
史

―
越
境
・

交
流
・
生
成
』
昭
和
堂
、
二
〇
一
五
年
、
一
七
九-

二
〇
〇
頁
。

（
2
）	

ク
リ
ス
ト
フ
・
ビ
ュ
ヒ
（
片
山
淳
子
訳
）『
も
う
一
つ
の
ス
イ
ス
史

―
独
語
圏
・

仏
語
圏
の
間
の
深
い
溝
』
刀
水
書
房
、
二
〇
一
二
年
。

（
も
り
も
と
　
け
い
た
・
関
西
大
学
准
教
授
）




